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lymphomaのまとめ. 西日本皮膚科 86(2): 188-189, 2024.
小谷龍太郎, 榊　智佳, 西村紗央里, 小林裕児, 三浦史郎, 伊東正博, 今泉芳孝, 吉田真一郎：血小板増多症で発症し

G分染法でフィラデルフィア染色体が検出されなかった慢性骨髄性白血病. 臨床血液 65(5): 439, 2024.
松本和幸, 加藤丈晴, 桐野祐子, 児嶋　梓, 古本嵩文, 渡辺春香, 山田悠一, 橋本美紀, 坂本　光, 田口正剛, 蓬莱眞喜

子, 糸永英弘, 佐藤信也, 馬場真紀, 安東恒史, 三好寛明, 大島孝一, 宮﨑泰司：関節リウマチに対するタクロリムス

の長期投与後に発症した他の医原性免疫不全リンパ増殖性疾患. 臨床血液 65(5): 443, 2024.
朴　崇娟, 江口克秀, 石村匡崇, 蓬莱真喜子, 楢原直起, 木下恵志郎, 園田素史, 江口　緑, 小田義直, 宮﨑泰司, 大賀

正一：末梢性T細胞リンパ腫の表現型を呈した遅発型Perforin欠損症の１例. 臨床血液 65(5): 444-445, 2024.
勝岡真一, 今西大介, 加藤丈晴, 長置健司, 竹島史直, 大島孝一, 宮﨑泰司：Pola+R-CHOP療法の経過中に乳び腹水

を認めた高悪性度B細胞リンパ腫. 臨床血液 65(5): 448, 2024.
児嶋　梓, 加藤丈晴, 山田悠一, 坂本　光, 蓬莱真喜子, 田口正剛, 佐藤信也, 馬場真紀, 安東恒史, 三好寛明, 大島孝

一, 鈴宮淳司, 宮﨑泰司：Ibrutinib治療中に再生不良性貧血様の病態を合併した慢性リンパ性白血病.日本リンパ網

内系学会会誌 64(Suppl): 95, 2024.

宮﨑泰司：急性骨髄性白血病. 今日の治療指針 2024年版 (Volume66) : 677-680, 2024.
宮﨑泰司：Ⅸ 白血病系疾患：腫瘍性疾患 9  治療関連骨髄性腫瘍. 血液専門医テキスト（改訂第4版） : 286-289,
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安東恒史：Ⅰ.赤血球系疾患 11. 高リスクMDSに対する治療. EBM血液疾患の治療2025-2026 : 59-64, 2024.

宮﨑泰司：4節 骨髄異形成症候群　はじめに. WHO分類第5版による　白血病・リンパ系腫瘍の病態学 : 65-68,
2024.
宮﨑泰司：4節 骨髄異形成症候群　特定の遺伝子異常を有する骨髄異形成症候群. WHO分類第5版による　白血

病・リンパ系腫瘍の病態学 : 69-75, 2024.
宮﨑泰司：4節 骨髄異形成症候群　形態により定義された骨髄異形成症候群. WHO分類第5版による　白血病・

リンパ系腫瘍の病態学 : 76-84, 2024.

児嶋  梓, 坂本  光, 宮﨑泰司：骨髄系の腫瘍 白血病と類縁疾患　急性骨髄性白血病　急性巨核芽球性白血病.日本

臨床 別冊血液症候群Ⅳ : 183-186, 2024.
安東恒史：成人急性骨髄性白血病に対する最新の治療指針. 日本内科学会雑誌 113(7): 1235-1240, 2024.

宮﨑泰司：白血病の分類の変遷. 臨床雑誌 内科 134(4): 839-844, 2024.

安東恒史, 宮﨑泰司：骨髄異形成症候群の病型分類. CURRENT THERAPY 42(12): 1003-1015, 2024.

桐野祐子, 宮﨑泰司：[特集 白血病治療の最前線]薬物療法－抗がん剤から分子標的薬へ 骨髄異形成症候群. 臨床

と研究 101(12): 1483-1487, 2024.
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社会活動

宮﨑泰司・教授 Editorial Board「Leukemia」 Nature Publishing Group

宮﨑泰司・教授 Editorial Board「BLOOD RESEARCH」 The Korean Society of Hematology

宮﨑泰司・教授
Reviewer「Journal of Clinical and
Experimental Haematology（JCEH）」

日本リンパ網内系学会

宮﨑泰司・教授 シニア編集アドバイザー「PNH　Frontier」 ㈱メディカルレビュー社

宮﨑泰司・教授
編集アドバイザー「Trends in
Hematological Malignancies」

㈱メディカルレビュー社

宮﨑泰司・教授
Reviewer「Japanese Journal of Clinical
Oncology（JJCO）」

OXFORD　JOURNALS

宮﨑泰司・教授 代表世話人 長崎幹細胞移植研究会

宮﨑泰司・教授 幹事 Indolent Hematologic Malignancy研究会

宮﨑泰司・教授 評議員 日本造血・免疫細胞療法学会

宮﨑泰司・教授 九州免疫血液研究会　世話人 九州免疫血液研究会

宮﨑泰司・教授 評議員 日本癌学会

宮﨑泰司・教授 教育委員会　委員 一般社団法人　日本がん治療認定医機構

宮﨑泰司・教授 教育委員会プログラム企画委員会　委員長 日本血液学会

宮﨑泰司・教授
Associate　Editor「International　of
Hematology」

日本血液学会

宮﨑泰司・教授 理事 日本血液学会

宮﨑泰司・教授 教育委員会　委員長 日本血液学会

宮﨑泰司・教授 資格認定試験委員会　副委員長 日本内科学会

宮﨑泰司・教授 評議員 日本内科学会九州支部

宮﨑泰司・教授 九州地区代表協力医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

宮﨑泰司・教授 評議員 日本内科学会

宮﨑泰司・教授 理事長
特定非営利活動法人　成人白血病治療共同研
究機構(JALSG）Japan Adult Leukemia Study
Group

宮﨑泰司・教授 ドナー安全委員会　委員 公益財団法人　日本骨髄バンク

宮﨑泰司・教授
長崎県保健医療対策協議会がん対策部会委
員

長崎県

宮﨑泰司・教授 専門委員
独立行政法人　医薬品医療機器総合機構　審
査業務部

氏名・職 委　員　会　等　名 関　係　機　関　名

宮﨑泰司・教授 長崎県指定難病審査会委員 長崎県
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競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む）

加藤丈晴・助教
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

分担

(革新的がん医療実用化研究事業) 成人T細胞
白血病/リンパ腫の治癒を目指したHTLV-1ウィ
ルス標的樹状細胞ワクチン療法の確立：薬事
承認を目的とした第Ⅱ臨相医師主導治験 (研
究代表者：末廣陽子)

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

分担

(革新的がん医療実用化研究事業) PDX治療モ
デルを併用した治療抵抗性急性骨髄性白血病
クローンの成立過程に生じる分子病態に基づ
く層別化システムの確立と標的治療薬開発に
関する研究 (研究代表者：清井  仁)

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

分担

(革新的がん医療実用化研究事業) 難治性がん
(白血病等) の全ゲノム配列データおよび臨床
情報等の収集と解析に関する研究：南谷泰
仁）

宮﨑泰司・教授 厚生労働省 分担

厚生労働科学研究費補助金 (難治性疾患等施
策研究事業 (難治性疾患政策研究事業))特発
性造血障害に関する調査研究 (研究代表者：
黒川峰夫)

宮﨑泰司・教授
国立研究開発法人　日本医療研
究開発機構（AMED）

分担

(革新的がん医療実用化研究事業) 高齢者急性
骨髄性白血病の化学療法が可能な症例に対し
て若年成人標準化学療法の近似用量を用いる
第Ⅱ相臨床試験：JALSG-GML219試験（研究代
表者：山内高広）

鳥山愛生・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

氏名・職 資金提供元/共同研究先 代表・分担 研　究　題　目

田口正剛・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

坂本　光・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

加藤丈晴・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

蓬莱真喜子・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

佐藤信也・講師 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

馬場真紀・助教 調整医師 公益財団法人　日本骨髄バンク

安東恒史・准教授 在韓被爆者健康診断・相談事業 長崎県

安東恒史・准教授 長崎市夜間急患センター運営協議会委員 長崎市

宮﨑泰司・教授 骨髄異形成症候群（MDS）連絡会　顧問 MDS連絡会

安東恒史・准教授
長崎県社会保険診療報酬請求書審査委員会
委員

社会保険診療報酬支払基金長崎支部

宮﨑泰司・教授 評議員
公益財団法人　長崎原子爆弾被爆者対策協議
会

宮﨑泰司・教授
長崎県緊急被ばく医療ネットワーク検討会
委員

公益財団法人　原子力安全研究協会

宮﨑泰司・教授 疫学部　顧問 財団法人　放射線影響研究所

宮﨑泰司・教授 臨床研究部　顧問 財団法人　放射線影響研究所

6



その他
 新聞等に掲載された活動

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日
活動内容の概要と

社会との関連

宮﨑泰司・教授
[医療ニューストピックス]貧
血や感染のしやすさ～高齢者
に多い骨髄異形成症候群～

時事メディカル／
(https;//medical.
jiji.com/topics/3
589)

2024年9月2日
高齢者に多い骨髄異形成症候
群について説明を行った

坂本　光・助教 日本学術振興会 代表
研究活動スタート支援
ATLにおけるalvocidibとvelemetostatの併用
療法の有効性の検討

宮﨑泰司・教授
佐藤信也・講師

シスメックス株式会社 人工知能技術を用いた血球画像解析の検討

佐藤信也・講師 日本学術振興会 代表
若手研究
原爆被爆者に見られるクローン性造血の解析

田口正剛・助教 日本学術振興会 代表
若手研究
HTLV-1キャリアに特徴的なクローン性造血の
実態解明

安東恒史・准教授 日本学術振興会 代表
基盤研究（C)
骨髄異形成症候群におけるKMT2Dの役割の解明
とそれに基づいた新規治療法の開発
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